
　昨年の講座「いま、地球で何が起きているのか：パート2」のテーマの底流には、地球の自然
環境に起きている様々な異変、さらにそれとの因果関係は別にして、国内外の人間社会で極
めて理不尽で、「いのち」の尊厳を踏みにじるような事件や話題が絶えず、多くの人々が漠然と
不安を抱き、社会に不信感が渦巻いている状況が指摘されました。そこで本年度の講座では、
「今に生きる」をテーマに、日常の中から「ある思い」を紡ぎ出し、それを育み、展開している「現
在進行形」の状況を、さまざまの分野の方々に個人レベルのことから、社会全体のレベルのこと
を語っていただきます。そして、それぞれの語りが聞く者に共感や共鳴、あるいは生きる希望や
展望が芽生えるなど、如何なる思いが醸成されるかを楽しみにできる講座になればと願ってい
ます。

第３２回（令和８年度）講座

　-各講座の趣旨-

　　１．目黒学パート３２　「三田用水の歴史を探り、用水の痕跡を記録に残す」
　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コーディネーター：山崎 憲治）

 
　三田用水がどのようにして生まれたのか、用水の歴史の中に発見する。同時のこの用水がそ
れぞれの時代でどのような役割を果たし、消えていったかを知る。今日、その姿をどこで見るこ
とができるか、現地調査をしながら、記録に残す。用水跡の小さな発見から、用水の姿、果たし
た役割に思いを巡らす。用水跡を追うことができ得る最後の機会になるに違いない。
　

　　２．今を生きる
　　　　　　　　　　　                               　　　　　　　　　　　    　（コーディネーター：堀 信行）

　　３．歴史のおもしろさと奥深さ
　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コーディネーター：越田 年彦）

　時代や地域の違いを超えて、歴史のおもしろさや奥深さを味わってみませんか。その道に精
通した専門家が「これはおもしろい」、「これは奥深い」と考えるテーマや出来事を紹介します。
  取り上げる歴史上の時代や地域は様々で、大正時代もあれば江戸時代もあります。欧米の
歴史やインド史もあります。また、ビートルズ、英語、本の装丁、富士山の災害など取り上げる
テーマも珍しく、かつ多彩です。さらに、ハイテク技術を駆使した研究方法で古代史を解明す
る授業もあります。何よりもこの講座は「あまり知られていない歴史」、「研究手法が斬新」をキー
ワードにしています。それだけに、新たなる発見・知見を得ることでしょう。
  さまざまな歴史を知ることにより、「人は生来知ることを欲する」（アリストテレス）のフレーズをご
自分で確かめてみましょう。

　　４．見て回る　江戸・東京
　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コーディネーター：佐藤 洋、生井 貞行）

 
　本講座は基本的に<講義―巡検>を軸に展開している。巡検先について前もって講義により
知識を得、それを踏まえて現地に赴くことにより、地域をより深く認識することができる。今回の
講座の中心は板橋宿、江戸城外堀、武蔵野台地の地下水と井の頭公園・玉川上水および国
分寺お鷹の道と真姿の池湧水群などである。また、江戸時代以来の400年という長い時間の中
で形成されてきた現代日本の政治的・社会的課題となっている東京一極集中や官僚主導など
の諸現象を今日的視点からあらためて見直すことを目的に特別講義を設定した。共に知的好
奇心を携えて、学んでいきましょう。


